
年間主題『愛されて育つ』 

主題聖句：あなたがたは神に愛されている子どもです  

         新約聖書 エフェソの信徒への手紙 ５章１節 

人工知能（AI）への希望と警戒と 

人工知能（AI）という言葉をよく聞くようにな

りました。ロボットだけでなく、コンピュータ上

などで人間と同様の知能を作り出すことで、

この知能を実現させようという試みが様々な

分野で試験的運用がなされるまでに目覚ま

しい発展を遂げています。 

労働人口が減り、また空前の人手不足の

中で AIに期待する向きが多くあります。保育

園業界は少子化にもかかわらず人手不足に

悩まされており、また感情労働のためAIを完

全には導入できない分野と言われています

ので、AI を進められる分野は進めていただ

いて、その分保育園をはじめ医療福祉分野

に人手が欲しいと勝手に考えたりもします。

しかしその発展の仕方や速度によっては、

「人件費抑制」の名のもとに AIに仕事を奪わ

れていくことへの危機感もあります。難しい先

の読めない時代に生きていることを思わされ

ます。 

必要な能力はIQではなくEQ 

 事象を正確に記憶して正確にアウトプット

する IQ（知能指数）が高いことが絶対視され

た時代がありました。しかし AI が登場するほ

どに時代になると、事象を正確に記憶して正

確にアウトプットすることは、AI 等に取って代

わられ、人間には違う力が求められるように

なりました。特に昨今ではEQ（心の知能指数）

の重要性が叫ばれるようになりました。EQは

自己や他者の感情を知覚し、自分の感情を

コントロールできる力をいいます。心の動き

は可視化できず数値化もできません。だから

まだまだ AI が人間に及ばないところであり、

EQ を伸ばすことの大切さが特に説かれてい

るのだと思います。 

見えないものに目を注ぐ＝想像力（創造力）

を伸ばすこと 

 5月の主題聖句「わたしたちは見えるもの

ではなく、見えないものに目を注ぎます」

は大切な示唆を与えてくれています。信頼

や希望や愛など大切なことは可視化できず

数値化もできません。しかしそれらなしに

人間が幸せに生きていくことはできません。

このような目に見えない大切なことを体験

を通して育むことを大切にしていきます。 
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５月主題『見つける』 

主題聖句：「わたしたちは見えるものではなく、見えないものに目を注ぎます」    

コリントの信徒への手紙二4章18節 

☆ ０〜２歳児：神さまがつくられた花や虫をみる。保育者のそばで遊びを楽しむ。保

育者に思いや甘えを受け止めてもらう。 

☆ ３〜５歳児：聖書のお話を聞いたり、さんびかを歌う。気に入った場所や遊具が見

つかる。春の自然にふれて親しみをもって遊ぶ。自分の気持ちや気づいたことを身

近な人に伝えようとする。 


